
大
官
肌
回
与
六
唱
て
す
一

HM
泊
三
種
郵
値
物
語
可
内
毎
日
。
-
同
一
同
様
符
ω

巷え十二芸者芸事競

司r'f"哩ヨ~[l-J'司毛ゴ勾三 E耳司m 回ß;

品

調

義

蔵

消
費
税
の
目
的
及
物
糟
・
・
・
・
・
・
・
法
単
一
博
士

労

銀

の

理

論

・

-
-
E
E

・
文
山
中
博
士

抱

肱

常

川

崎

ケ
ネ

l
の

租

税

理

論

-

・

・

拙

革

士

セ
イ
の
販
路
説
に
就

τ
・

E
-
-
-
-
-
細
浦
棋
士

シ
品
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
景
気
循
理
論
紐

t
I

講

演

我

岡

民

経

済

の

貫

相

・

砧

平

J

加

盟

幅

錦

蛾

再
び
佐
田
介
石
に
就
い
て
・
-
議
申
怖
『
ト
h

.
プ
ロ

f
セ
ン
の
地
方
税
制
・

E

-

拙
2
1

動
大
量
ご
静
大
量

晩
近
フ
ラ
ン
ス
純
演
事
界
の
傾
向

最
近
英
闘
に
於
け
る
輸
出
算
の
業
績

近
著
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題

制

油

阿

川

叩

十

担

坤

市

土

担
必
w
ハ
川

J
1

4

4
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最
一
辺
英
凶
に
於
け
る
深
算
の

業
績

中

川

則

之

助

央
闘
此
紅
白
加
算

-rみ
る
に
一
九
二
川
年
山
政
却
は
第
一
次

同
世
制
恥
内
閣
の
椛
相
ス
ノ
l
J
T
Y
氏
に
よ
り
て
、

そ
札
か
ら
一
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九
二
五
・
二
六
工
一
七
・
二
八
・
そ
れ
に
つ
い
先
頃
褒
表
さ
れ
た
一

九
二
九
年

ω
漁
算
は
保
守
議
内
閣
の
滅
相
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
に
よ

り
て
綱
成
せ
ら
札
た
。
今
度
生
ま
れ
た
第
二
弐
持
働
設
内
聞
に

於
て
も
ス
ノ
1
J
T
Y
氏
は
賊
相
・
ど
た
っ
た
が
果
し
て
如
何
な
る

抽
出
算
を
作
る
で
あ
ら
う
か
、
寄
人
の
興
味
を
以
て
持
た
る
も
込
所

「
i

1

1

1

-

-

師

定

費

闘

債

費

利

州

北

他

鴻

債

基

金

闘

償

費

骨

計

主

任

E

量

、

『

事

4

地
方
抽
州
問
定
安
櫛
比
ハ
他

土

地

定

住

費

北
愛
陶
岡
市
文
山
金

共

地既

定

投

合

計

定

費
軍

費

軍

投
軍

費

議
出梅陪

一

-

し

:
q
一-τ

一
一
イ
ノ
ニ

E
h

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
姑
〈
先
の
問
題
'
と
し
て
私
は
滋
に
土
日
掲

げ
た
プ
九
二
四
年
以
来
の
英
岡
崎
間
算
。
業
総
を
辿
っ
て
み
や
う

主
恩
ム
。
先
づ
一
九
二
五
年
以
来
の
歳
川
猿
算
を
柄
げ
る
日

(
千
砂
明
世
)

a
L
二
一

t
三

一

4

L
二
司
、
戸

一

ヨ

ニ

ヨ

均

一

』

4
J

二

プ

ム
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口
出
、
口
口
口

虫
、
口
己
口

芸
品
口
、
口
口
口

一
却
、
口
口
(
〕

一
豆
、
口
白
口

h

主
口

豆
、
出
口
口

一
一
、
回
口

支問、

A
g

盟
、
口
口
口

菱、
A
D
D

一
岡
、
昌
一
一

雑

録

最
泣
英
固
に
於
け
る
珠
算
白
業
績

旦
口
調
、
(
己
u

甚
〕
、
ロ
ロ
ロ

ヨ
一
一
旦
耳
、
口
口
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一
日
、
九
口
口

一
旦
、
ヨ
元

唱口(〕

岡
、
口
口
口

=
、
口
白
白

玉
虫
、
世
話

岡
田
、
五
口
口

点
口
、
五
百
口

一
耳
、
三
Z

E
口
回
、
D
R
〕口

内
口
、
口
口
白

書
ハ
回
、
ロ
ロ
ロ

一
旬
、
司
口
口

一
回
、
一
口
白

同

~~a;. 、、、
円一
口口口
主主一 一主主

国
一
、
星
。
口

走
、
一
口
口

一
向
、
口
口
口

E
b車
、
口
口
己
-

h
h一品

一回

J
一
三

a
z
二

K
三

一

-

し

二

L
三

一
ゴ
二

J
均
一
↑
寸
ニ
一

j
'勾

晶
、
同
口
口

五
、
七
口
口

昌
車
問
、
品
目
ロ
ロ

同
一
、
幸
一
量

za町、白内一口

一
耳
、
量
口

第
二
十
九
巻
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g
D

封
口
、
ロ
ロ
ロ

量
円
ロ
ロ
ロ

ニ一、
M
口
口

一回、一一口口

回一、

E
g

毛
、
一
邑
白

玉、最口

五

邑
凶
、

Jd口

xu色
、
坦
口
白

星
訂
正
、
口
{
]
口

U
A
エ
一
一
、
内
門
口

一五

.
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同
口
、
書
盟
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、
住
吉
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捜

五
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磯

錐

最
近
英
闘
に
於
甘
る
珠
算
白
幾
鶴

成

民

政

費

租

徴

讃

郵

便

費

議

定

投

合

計

血

合

計

菖塁去二喜

三i三三呈

主語去二塁

告主主主主

十
石
に
械
H

れ
ば
成
川
合
計
は
一
九
二
川
年
に
於
亡
は
七
九

O
、

千

子

0
0二
一
ハ
似
一
九
二
八
年
は
八

O
五
、
一
九
五
日
間
で
あ
り
、
在

る
阿
月
チ
ャ
ー
チ
ル
が
網
棚
凪
却
を
前
に
し
て
根
川
し
た
も
の
は

千

八
O
五
、
六
一
三
砂
で
あ
る
。
五
ヶ
年
比
鵡
川
の
膨
脹
は
僅
か

続

牧

に
一
五
、

0
0
0で
あ
る
。
今
灯
時
間
算

E
M胃
倒
説
内
閣
時
代
と

闘

柏
市

枕Jn

品目

自

動

車

種

相

鋭

税

其

他

印

紙

積

地

租

家

民

税

其

他

所

得

税

費

一一一一-I-=-
-
毛
、
話
口

-円己
.
0
口己

コ
ベ
円
七
、
Em

口口

一五、一口口

五日一、口口〔足

ニ-、口口己一

呂、ロロ旦

早輩、ロロロ

}
九
二
五
年

A
q
h

、副口己

一Z
目、封己口

-
t

一言一、ロロ己

一也、副(]口

当一、口口口

=同.ロロ白
-、ロロロ

=八九、口口口

J、，童書 "包
詰石持ご昌
也'"・~ -. 
2じ主亘企~ 第

二
十
九
磐ヨ豆、吉一一

一一一、口口ぃ主

宅、日
H
P

回一一口、
F
1
Z

A
7州
、

H
B
ニ

五

三亘一、
A

口盟

老
、
呈
且

思也、同九百

室、一主
第
一
鋭

宜

号
豆
、
喜
重

一一五
A
U

X
U
弐、一-早

z
m昔
、
耳
口

U

A

口口品、内三

減
山
川
基

保
守
鵡
内
閣
時
代
と
に
分
っ
て
み
る
に
、
後
者
に
於

金
の
増
加
し
た
る
こ
'
F一
並
に
陸
軍
殺
の
減
少
し
た
る
と
と
は
肢

も
目
立
ち
、
更
に
道
路
恭
金
・
地
方
税
制
定
主
掛
の
他
北
投
開

園
出
伸
文
川
等
の
増
加
し
た
と
と
も
花
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら

キ

う
。
弐
陀
成
入
時
出
算
を
み
る
Q

{

千
晴
車
位
)

一
九
二
六
年

一ロペ盟百

一同一、昌己白

=阿ん、匂口

三、
6
U

向
山
、
口

U
凸

-耳、口口口
一、口口
d

-一語、合口

一
九
二
七
年

一口一円、軍出口

一回口、史ロ

ユ同也、口口口

=一円一口口
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-訂正、
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一
九
二
八
年
一

一一五、五口

一司一
A
.島
町
{
〕

一室、盟。

H
t

一円、五口口

きて[口己

-耳、口口白へ色

号
車
、
凸
呂

九

ハ』

一-耳、門口(}

一ヨ一、
h
H
U

芭

-吾、設立

X
回

.uE口

A

一、口口一】

豆一、口口己
凡
U
口

三品川、一戸口〔}

歳111と同 Lo
岡山位入の分だけである。
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附

統

一

超

過

枕

岨

法

人

枕

小

計

凱

稔

収

入

合

計

郵

便

枇

入

電

信

牧

入

電

話

収

入

ト

内

「

，

苦

闘

陶

有

地

枚

入

-

作
禍
貸
仲
刺
子
壮
入
共
他
一

泊

常

雑

枚

入

一

特

別

雑

収

入

一

間

外

枚

入

合

計

一

歳

入

総

計

一
利利加

f早砕

去、ロロ己

A
、ロロロ

ヨ一、ロロロ

曹云、口口口

者一点、一宮山

喜一三百一口
豆、坑口{]

一豆、=亘一日〕

己
旬
、
3
3
3

2
c
c
ζ
 

吉、口百白

岡
、

B
口

晶、口口口

史如、口口口

恒一一
J
古
己

可
申
晶
、

-
B
E
d

五、喜一一

一円、ロロロヰ』

2
4

日一
言
、
皇
一一一盟

七一一日一一

右
を
み
て
消
費
稔
友
ぴ
地
租
・
家
屋
枕
等
の
収
入
の
漸
減
し

つ
h
あ
る
己
と
、
超
過
利
得
税
・
法
人
利
得
税
が
無
力
な
る
も

の
・
と
な
り
つ
L
あ
る
と
と
を
知
る
と
同
時
に
、

" -
3そ兄君二--

亘豆豆主量豊
自
動
車
税
・
相

続
税
・
印
紙
枕
牧
入
が
誼
唱
し
き
勢

E
以
て
増
加
し
つ
つ
あ
る
己

主
が
認
識
吐
ら
る
h

る
で
あ
ら
う
。
最
近
五
六
年
川
は
英
闘
の
経

轄

録

最
近
英
岡
に
於
廿
る
識
算
白
蟻
蹴

語
、
号
。

ニ、口口口
点、五
d
口

同一品、
A
D
E
]

式士、一自由〕

売
、
思
口

単品、
mU口

九
話
口

三、山一円お

-一一封、山口口

司古川、口口
U

-zzJ一円口口

会一回、起き

出--.口口己一

z.ロロロ一

-一、占口口一

霊
喜
一

語、合』

君、一言口
Z

豆、昔口百

一品、口己
E

吉一、口口口

4

、コ民コ
r

-豆、一浩旦

一A、邑
E

-一省、ロ己口一

一昌一一、口紅旦

完
守
会
一

者弓弓毛 τ雫弓有者宅建て寸奇
邑邑孟ヲ gD
-O_~9~~_皇室三ヨ

ー
夫、口口口一金

一

回一
2
.
口口一回

空白…問、口口一

J、
"" 色一一一品

活

d
L

一
耳
、
口
-

主豆、有国一

済
界
に
於
て
極
め
て
重
大
な
る
紋
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
五
年
に

は
金
併
殺
k
断
行
し
て
朝
野
そ
の
成
行

E
奨
へ
て
居
る
折
銅
そ

の
翌
年
帥
ち
一
九
二
六
年
に
は
槻
罷
業
が
典
後
し
更
に
炭
抗
争

議
が
七
筒
月
間
も
続
い
た
の
で
あ
る
。
之
が
た
め
に
財
政
上
に

も
大
た
る
影
鱒
ル
蒙
っ
た
の
で
あ
る
が
、
兎
に
も
角
に
も
一
一
一
一
一

第
二
十
丸
轡

宝玉

第

都

宜



雑

錐

最
返
英
固
に
於
げ
る
蕗
算
。
鶏
輔

年
の
聞
に
陣
営
を
立
て
直
し
え
た
と
い
ふ
白
は
、
老
犬
図
。
何

れ
に
か
未
だ
大
た
る
底
力
の
瀞
ん
で
わ
る
こ
と
そ
譜
明
ず
る
も

の
で
あ
る
が
、
一
一
向
に
文
雄
局
に
際
し
て
防
局
の
自
由
立
し
き

h
k
何
売
る
功
給
も
心
部
め
ね
ば
在
ら
ぬ
。
以
下
私
は
英
国
以
初
の

同
月
働
山
以
内
閣
の
賊
相
止
し
て
の
ス
ノ

E
Jア
y
氏

止

か
L
A

る
艇

消
閑
酬
に
際
し
た
る
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
止
の
時
間
算
に
む
と
し
た
る

禁
制
hr
剃
は
号
。

第
一
攻
勢
附
設
内
闘
が
成
立
し
た
時
、
人
々
は
一
種
の
不
安

と
日
は
又
興
味
止
を
以
て
そ
の
預
算
を
迎
へ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
時
間
算
は
架
外
に
他
官
服
他
で
あ
っ
た
の
で
耐
脅
の
信
州
と

賞
讃
止
を
博
し
た
。
そ
の
ス
ノ
l
J
ア
ン
氏
の
抽
出
算
に
は
何
等
の

新
枕
を
句
合
せ
中
、
法
人
利
得
税
及
び
住
宅
税
を
殴
し
「
T

ツ
ケ

ン
ナ
」
税
及
び
轍
入
砂
糖
剥
製
品
に
封
ず
る
課
挽
を
臨
時
し
処
柴

税

E
殆
ど
半
減
し
甘
味
食
点
飲
料
水
課
税
を
曲
目
止

L
乾
果
物
に

封
す
吊
附
加
税
左
中
減
L
更
に
茶
税
及
び
砂
防
税
の
引
下
を
し

4
1
0
彼
の
一
宮
に
よ
れ
ば
己
れ
ら
の
栴
案
は
『
「
税
金
な
し
の
朝
食
」

2
2
0
げ
司
島
宮
ご
与
一
o
)
在
る
愉
快
た
る
A

躍
進
的
珊
恕
の
質
現

第
二
十
九
轡

五
同

第

鵠

五

回

ι向
っ
て
嘗
て
試
み
ら
れ
ぎ
り
し
最
も
大
た
る
躍
進
主
主
し
た

も
白
で
あ
る
。
』
歳
山
の
方
削
に
於
け
る
伎
の
珠
算
の
特
色
は

字

軍
事
費
が
そ
の
前
年
に
比
し
て
七
、

0
0
0磁
の
減
ψ
を
み
た

己
主
主
例
年
れ
法
律
の
結
果
械
偵
法
金
が
問
。
、

0
0
0礎
か

ら
阿
五
、

0
0
0叫
に
引
上
げ
ら
れ
た
等
の
外
犬
な
る
特
色
を

見
山
さ
た
い
。
ヌ
ノ
l
J
7
y
氏
托
代
b
-
て
起
も
L
保
守
設
内
院

の
賊
相
チ
ャ
チ
ル
氏
は
既
に
述
べ
た
る
如
〈
珠
算
を
綱
成
す
る

と
と
五
回
に
及
ん
だ
。
と
の
刷
b
z
通
じ
て
一
貫
し
た
氏
の
好

力
と
も
い
ム
ベ
音
は
財
政
の
緊
縮
料
費
の
帥
約
で
あ
っ
た
。
氏

が
一
九
二
五
年
白
旗
智
治
訟
に
於
て
内
耳
目
人
は
議
定
費
一
附
年

一
千
常
時
軒
以
上

ω
紫
紺
E
H椋
し
と
す
べ
き
で
あ
る
』
止
そ
の
抱

負
を
披
擬
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
官
際
上
緊
縮
の
官
を
あ
げ
た
と

-
と
も
多
く
人
の
認
む
る
所
で
あ
る
が
就
中
陸
軍
技
の
節
減
に
そ

ρ労
力
が
最
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
更
に
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
の
功
績

'
と
し
て
認
む
べ
き
は
銑
宮
岡
債
の
一
減
額
に
努
め
た
己
ー
と
で
あ
っ

予

て
減
償
法
金
も
五

O
、
0
0
0傍
に
引
上
げ
・
線
部
業
h
T

炭
坑

岡
市
議
等
の
常
に
園
庫
内
損
失
英
大
た
り
し
折
に
も
前
後
平
均
し

て
年
々
五

O
、
0
0
0砂
程
を
支
山
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
吏
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民
進
ん
で
氏
の
純
税
政
策
に
言
及
せ
う
・
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
先
立
ち
て
彼
に
よ
り
て
代
癖
せ
ら
れ
た
る
保
守
模
内
聞

の
政
制
を
一
言
せ
う
。
仙
川
は
『
抑
も
現
時

ι於
け
る
図
出
家
政
策

の
附
翼
的
批
高
目
掠
主
は
何
で
あ
る
乎
、
是
比
一
言
に
し
て
輩

く
す
と
目
と
が
川
端
る
。
日
〈
賃
銀
生
活
者
の
家
庭
聖
典
常
た
る

不
幸
よ
り
安
全
に
「
る
己
主
及
丙
業
を
邸
治
す
川
崎
負
婚
を
腕
減

し
以
て
企
業
の
議
泌
を
促
1
己
主
n
L
れ
P
あ
る
。
』
占
。
然
り
問
山

働
階
級
殊
に
失
業
者
救
尚
之
山
内
求
心
快
復
・
と
は
保
守
殺
に
と
り

て
も
最
大
白
政
策
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

チ
ャ
ー
チ
ル
氏

の
由
同
算
を
み
る
に
一
九
二
五
年
に
は
所
得
税
・
附
加
税
の
引
下

を
な
し
一
方
に
は
又
遺
産
税
配
引
}
げ
禁
宥
税
(
印
E

喜
E
q

P
5
ω
)在
し
て
絹
物
税
を
創
設
し
ホ
ッ
プ
ス
に
輸
入
税
主
謀
し

「
T

y

ケ

y
ナ
」
税
を
復
活
す
る
の
提
案
を
な
し
た
。

一
丸
二
七

年
に
は
宇
透
明
陶
器
・
輸
入
自
動
車
タ
イ
ヤ
・
輪
入
感
光
セ
ル
回

イ
ド
フ
ィ
ル
ム
・
輸
入
葡
萄
泊
等
に
新
税
を
課

L
T
ソ
チ
及
び

煙
車
の
税
率

E
引
上
げ
た
。

一
九
二
八
年
に
は
英
図
持
葡
萄
酒

税
の
川
上
・
ポ
タ

y
輸
入
税
の
引
上
を
な
し
鮎
火
器
に
輸
入
税

を
石
泊
に
新
税
を
謀
し
砂
楠
税
の
引
下
を
な
し
た
。

一
九
二
丸

雑

録

最
近
英
闘
に
於
け
ゐ
擁
算
山
梨
続

年
の
抽
出
算
に
於
て
も
電
話
税
や
若
干
の
兎
昨
枕
を
新
設
し
て
ゐ

る
。
政
策

ω許
す
限
り
現
制
な
財
抑
制
空
漁
り
刷
出
っ
た
と
と
が
鎚

は
れ
る
が
、
彼
自
ら
も
「
大
マ
カ
な
時
代
は
阪
に
過
宮
た
o
苔

人
は
精
悩
む
る
計
算
と
制
限
さ
れ
た
飽
凶
止
の
一
時
代

ι混
入
つ

社
。
今
や
大
脳
大
阻
は
如
何
に
館
小
な
牧
入
で
も
如
何
K
強
制

た
切
約
で
も
之
hr
徹
也
し
之
を
越
水
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
時
代
で
あ

芯
。
』
と
い
っ
て
ゐ
る
。
倒
防
大
臣
と
し
て
の
都
北

μ
さ
る
と
止

午
ら
山
山
の
制
税
以
鍛
は
即
刻
し
1
先
K
拘
げ
し
産
業
欧
州
見
刑
台
政

筑
止
一
致
し
た
か
否
か
批
評
・
と
愉
離
の
存
す
る
賄
も
砂
く
た
い

で
あ
ら
う
。
克
巳
翻
っ
て
彼
の
抽
出
算
に
就
て
そ
の
純
費
を
み
や

う
o

減
債
恭
金
の
引
上
や
陸
軍
費
の
節
減
等
に
就
て
は
践
に
辿

ベ
た
る
如
く
怠
る
が
、
更
に
官
吏
の
縮

H
E計
っ
た
と
と
も
注

意
ナ
ベ
く
.
彼
は
『
政
出
の
減
少
に
は
:

少
す
る
ιl 
舛ー
に
は
確
賞

た
る
経
費
節
約
の
方
法-
が官
むJI!
ν‘c:J 
』日数

.!: ~ 
tx.械

し
『
現
政
府
が
任
に
就
い
て
よ
り
一
九
二
七
年
阿
月
一
日
迄
の。

三
年
間
に
減
少
し
た
官
吏
の
敷
は
七
千
人
以
上
に
建
す
る
』
占

い
っ
て
ゐ
る
o

共
他
枇
合
政
鋭
的
経
費
と
し
て
謀
婦
恩
給
・
義

老
恩
給
制
度
を
創
め
た
る
と
・
と
は
設
も
著
し
き
業
績
で
あ
り
、

第
二
十
九
巷

-
五
軍

事

現

五
五
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雑

録

最
近
英
闘
に
於
柑
る
珠
算
出
業
績

南
山
業
快
復
の
錨
め
に
そ
れ
を
鹿
泊
し
つ
h
あ
る
地
方
税
の
桝
誠

を
は
か
っ
た
と
止
は
官
民
K
抗
意
せ
ら
る
べ
き
所
で
あ
ム
う
。

ス
ノ
ー
デ
y
氏
主
チ
ャ
ー
チ
ル
民
主
の
抽
出
算
比
あ
ら
此
れ
し

特
色
は
以
上
の
如
く
'
と
し
て
、
更
に
と
の
ご
氏
の
蹴
相
時
代
を

泊
巳
て
最
近
英
悶
財
政
上
の
法
制
と
も
い
ム
ベ
音
防
官
指
示
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
第
一
は
料
曲
目
的
約
財
政
媒
紡

ω
要
求
で
あ

る
。
之
は
政
認
を
超
越
し
た
関
山
家
的
嬰
求
で
あ
っ
て
先
に
純
費

節
約
法
笑
が
鍵
布
さ
れ
内
閣
純
費
節
減
益
H
日
曾
た
る
も
の
も
附

来
て
ゐ
る
o

第
二
は
「
広
大
た
る
不
況
」
に
沈
ん
で
ゐ
る
菌
裁
の

快
復
の
た
め
並
び
に
そ
れ
に
伴
ふ
て
生
中
る
失
業
者
救
偵
の
持

に
、
先
づ
そ
れ
ら
の
産
業
を
肱
迫
し
つ
L
あ
る
租
税
の
負
仙
帽
を

極
力
担
減
せ
ん
占
し
つ
h
あ
る
己
主
、
殊
に
産
業
と
地
方
税
延

い
て
は
地
方
制
皮
一
般
と
の
制
和

E
計
ら
ん
が
た
め
に
、
地
方

制
巾
止
に
一
八
八
八
年
否
一
八
三
削
年
以
来
の
大
改
革
主
企
て
ら

れ
つ

L
あ
る
が
如
宮
・
最
も
吾
人
の
詑
意
を
惹
く
所
で
あ
る
。

第
三
は
岡
依
頼
E
減
少
ぜ
ん
と
白
努
力
で
あ
る
。
之
は
一
の
国

是
と
も
み
ら
れ
法
律
を
以
て
剰
飴
金
は
公
債
の
償
混
に
充
て
ら

第
二
+
九
轡

一
五
六

第

観

一一且六

叉
誠
偵
基
金
は
引
上
げ

ιれ
、
闘
此
貯
蓄

持
参
の
殻
行
に
よ
り
帯
く
民
衆
よ
り
集
め

ιれ
た
る
者
金
が
公

債
償
還
に
利
川
せ
ら
れ
つ
L
あ
る
。
筑
間
は
閥
防
費
の
縮
φ
に

る

-
A
E
と

t
L
K
b‘

針
す
る
財
政
上
の
努
力
で
あ
る
。
千
十

1
チ
ル
氏
が
と
の
方
問

忙
努
力
せ
る
は
既
に
述
べ
し
如
〈
な
る
が
、
今
次
の
新
内
凶
も

亦
軍
備
の
鮪
ゆ
を
そ
の
政
策
白
了
と
し
て
叩
仰
ぐ
る
が
如
く
で
あ

る。
思
ム
に
英
同

ω
将
来
の
財
政
は
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
の
時
一
日
ム
如
く

果
し
て
『
蝕
給
料
々
』
で
あ
る
か
否
か
は
川
副
で
あ
る
が
、
今
ま

で
の
所
可
た
り
館
賞
在
る
歩
み
を
絞
け
て
来
た
。
今
や
英
闘
は

政
治
・
経
済
の
更
生
に
除
念
も
在
い
。
第
二
次
勢
仰
誕
内
閣
の

時
間
算
と
そ
多
〈
の
興
味
を
モ
ミ
る
と
と
で
あ
ら
う
。
(
問
、
六
、

一) 
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